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プロフィール
名 称 株式会社ちゅうぎんフィナンシャルグループ
創 立 2022年（令和4年）10月3日
代 表 者 取締役社長　加藤　貞則
本 店 所 在 地 岡山市北区丸の内一丁目15番20号

TEL 086-223-3110
資 本 金 160億円
ホームページ https://www.chugin-fg.co.jp/

業績ハイライト（2025年9月期） 株式情報

▶︎ 株主還元方針

▶︎ １株当たりの配当について（単位：円）

▶︎ 親会社株主に帰属する中間純利益（単位：億円）

▶︎ 財務

▶︎ 非財務

⃝ �配当性向40％程度を目標とし、利益成長を通じた配
当拡大を目指していきます

⃝ �資本コントロールを通じた機動的な自己株式取得を
おこなってまいります

株主名簿管理人	 特別口座の口座管理機関
		  三菱UFJ信託銀行株式会社
同連絡先	 三菱UFJ信託銀行株式会社　大阪証券代行部
	 〒541-8502 大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
	 TEL. 0120-094-777（通話料無料）

1株当たり配当金
中間配当金 期末配当金

2025年度
（予想） 79円00銭 37円00銭 42円00銭

2024年度 62円00銭 26円50銭 35円50銭

2023年度 47円00銭 15円00銭 32円00銭
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23.6 %

6兆6,041億円

2兆9,084億円 14.2%

8兆5,112億円

1兆2,596 億円

女性管理・監督者比率
（中国銀行）

貸出金平残
（銀行単体）

前年同期比 ＋3,321億円

前年同期比 ＋3,349億円

前年同期比 ＋2,217億円

前年同期比 ＋0.6%

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサル
デザインフォントを
採用しています。

本誌は
環境に配慮した
植物油インキを
使用しております。

有価証券平残
（銀行単体）

総自己資本比率
（連結）

預金＋NCD平残
（銀行単体）

サステナブルファイナンス
累計実行額

目標	 2026年度� 25.0%
	 2030年度� 30.0％

目標	 2030年度�  3兆円
�  （うち、環境系 2兆円）

※2022年度中間配当までは、株式会社中国銀行の配当金（実績）です。
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経営計画と成長戦略

▶︎ 中期経営計画「未来共創プラン ステージⅢ」 地域への取組み

異業種連携を推進

環境への取組み

人的資本・D & I

ちゅうぎんGXボードを起点としたエンゲージメント

ステージⅡ
2020年度～2022年度

ステージⅢ
2023年度～2026年度

構造改革
（ハード面強化）

行動改革
（ソフト面強化）

成果発揮
&

新たな挑戦

地域の魅力・ポテンシャルを引き出し
「地域の持続的な発展」に貢献します

次なる成長に向けた「新たな価値」を創造します

成長戦略を実行するための「強固な土台」を築きます

地方創生SDGsの「深化」

成長戦略1 地方創生SDGsの「深化」

成長戦略2 イノベーションの創出

成長戦略3 グループ経営基盤の強化成長戦略1

成長戦略2

成長戦略3

イノベーションの創出

グループ経営基盤の強化

　2023年度から2026年度の4年間を計画期間とする本計
画は「長期経営計画Vision2027『未来共創プラン』の最終
ステージ」です。
　以下の「3つの成長戦略」により、ステージⅠ・Ⅱの改革
をベースに成果を発揮し、KPIの達成を目指すとともに、次
の10年に向けた、新たな挑戦に取組んでいます。

長期経営計画Vision2027
「未来共創プラン」

ステージⅠ
2017年度～2019年度

統合報告書2025 ご案内
　地方創生・DX・人的資本などの
成長戦略を通じた、当社グループの
価値創造に向けたさまざまな取組み
をご紹介しています。
　本書で、持続可能な未来に向けた
グループの挑戦をご覧ください。

●	詳しい情報は当社WEBサイトより
	� ちゅうぎんFG WEBサイト
	 統合報告書・ディスクロージャー▶
	 https://www.chugin-fg.co.jp/stockholder/disclosure/

さまざまなソリューションサービスを有するグループの
強みを生かし、地域を面で捉えた取組みを強化しています。
地域のステークホルダーやパートナーとともに、DX・SX
等と各地域の特色・課題を掛け合わせ「魅力ある地域の共
創」に取組んでいます。

⃝ リクルート
　 �住宅ローンを『スーモカウンター』の利用者に対し案内し、

優遇金利の適用が受けられるキャンペーンを実施
⃝ dotData
　 �地元岡山大学で「ビジネスアナリティクス人材育成講座」

を開催
⃝ BIPROGY
　 �金融機関向けのスマートワークフローサービス「GOAT-

Lab」を共同開発

主な取組み

　「 ち ゅ う ぎ んGX
ボード」は中小企業
でも利用しやすい操
作性・価格の温室効
果ガス排出量算定・
可視化クラウドサー
ビスです。
　本サービスの提供をきっかけに、お客さまの脱炭素に向
けた課題を理解し、排出量削減に向けた目標や計画の策定
など、各種コンサルティングやファイナンスにグループ一
体で取組むことで、地域社会の脱炭素化を支援しています。

啓発／必要性理解

❶ エンゲージメント（対話）の強化

脱炭素支援の起点
お客さまと課題を共有

GXボード

● 脱炭素
　 コンサルティング

● 太陽光PPA
● リース、
　 ファイナンスなど

❷ グループ一体での脱炭素化支援

取引状況把握／可視化 削減目標／計画策定 削減 開示

● TCFD対応
● サステナビリティ・
　 リンク・ローン
● ポジティブインパクト
　 ファイナンスなど

※ ソリューションは主なメニューを記載

可視化   ▶   目標設定   ▶   削減に向け支援範囲を拡大

投資の観点 人財育成投資

主 要 施 策 ⃝ 注力分野への人財配置・育成
⃝ 次世代経営人財の計画的な育成
⃝ 専門性の高い人財の基盤構築
⃝ 人財情報の可視化による人財配置

1. 経営戦略に連動した人財育成
投資の観点 働きがい向上投資

主 要 施 策 ⃝ 従業員のウェルビーイング向上
⃝ 福利厚生の拡充
⃝ 魅力あるキャリア開発支援
⃝ 経営との一体感促進

2. エンゲージメント向上

投資の観点と領域毎の具体的な施策

人的資本投資の拡充 人的資本投資額の推移

2023年度実績 2024年度実績 2025年度計画

ベース
アップ

（億円）■ 人財育成投資　■ 働きがい向上投資

5.0

4.1
4.1

6.8
0.6

5.0
5.6

10.5

4.0

6.0
10.0

多様な人財の活躍 組織風土改革

・女性活躍推進
・キャリア採用者
・障がい者・LGBTQ

・経営理念浸透
・コミュニケーションの活性化
・自律解決型組織の実現

3. D&Iの実現

当社グループは、従業員を価値創造の源泉である『人
的資本』と捉え、『社内外で求められる人財』に向けて従
業員一人ひとりの成長を促すことで、経済価値および社
会的価値の創造を目指しています。

ちゅうぎんGXボード

DX・SXに関する取組み

TOPICS

DX・SX 地域の
特色・課題

魅力ある
地域の共創

⃝ DX・SXに関する取組み
⃝ 自治体との連携強化
⃝ 企業版ふるさと納税マッチング支援

主な取組み

金銭的投資
（直接費用）
時間的投資

（機会費用）

間接投資
（環境）

現中計KPI 変更後KPI

人財の人財の
育成を育成を

目的とした投資目的とした投資

働きがい向上を
目的とした投資

社会情勢を
踏まえた投資

広義の
投資

10億円

狭義の
投資
5億円

必要投資
(ベアなど)
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